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タイ国家経済社会開発庁（ＮＥＳＤＢ）が発表した２０１０年第３・四半期（７～９月）の実質国内総生産（ＧＤＰ）成長率は

昨年同期比＋６．７％（速報値）となりました。国内の消費・投資の拡大や輸出の増大、観光業の回復を背景に、タイ経済

は高成長を維持しています。 
２０１０年１～９月でみると、ＧＤＰ成長率は＋９．３％を記録しました。タイ国家経済社会開発庁（ＮＥＳＤＢ）は、２０１０年

通年ＧＤＰ成長率を＋７．９％、２０１１年通年ＧＤＰ成長率を＋３．５～＋４．５％と予測しています。 

産業 内容 

農林水産業 ・ 農作物生産は天候不調、洪水等の影響を受け、前四半期の前年同期比＋１．５％から▲３．３％に縮小。 

製造業 ・ エレクトロニクス製品、電化製品、自動車の輸出の伸びが鈍化した影響により、前四半期の前年同期比＋９．

９％から＋７．６％と成長は鈍化したものの、高水準を維持。 

建設業 ・ 民間建設部門については、金利水準が低位にあることを背景に住宅建設が引き続き好調。また、工場建屋

建設は３・四半期ぶりにプラス成長に転換したことも寄与し、前四半期の前年同期比＋８．８％から＋１２．７％

へ増加。一方、政府建設部門については、タイ強化戦略計画（タイケムケン）に基づく公共事業投資が減少

し、同＋５．９％から＋０．４％に鈍化。 
・ 民間建設部門と政府建設部門を合わせた建設部門全体では、政府建設部門の減少により、同＋８．０％から

＋５．２％に鈍化 
ホテル・レストラン業 ・ 外国人観光客数が前四半期の前年同期比▲３．６％から+１２．５％に増加したことにより、ホテル・レストラン

業は同＋０．２％から＋１０．１％に回復。 

金融 ・ 銀行融資は法人向け・個人向け共に引き続き拡大。 

【部門別産業別生産伸び率】                   （前年同期比増減％、2010 年第 3・四半期は速報値） 

  2009 年 2009 年 2010 年 2010 年 

   
第 1・ 

四半期 

第 2・ 

四半期 

第 3・ 

四半期 

第 4・ 

四半期 

通年 
第 1・ 

四半期 

第 2・ 

四半期 

第 3・ 

四半期 

第 1～3 

四半期 

（1～9 月） 

農林水産部門 5.2 ▲1.1 0.6 0.4 1.3 ▲2.2 1.5 ▲3.3 ▲1.4 

非農林水産業部門 ▲8.2 ▲5.5 ▲3.1 6.6 ▲2.7 13.6 9.9 7.5 10.3 

  製造業 ▲15.0 ▲9.7 ▲7.1 8.7 ▲6.1 22.9 17.6 11.5 17.2 

  建設業 ▲8.2 0.8 2.6 7.2 0.4 7.9 8.0 5.2 6.9 

  ホテル・レストラン業 ▲6.4 ▲5.6 ▲2.3 13.9 ▲0.3 15.4 0.2 10.1 8.6 

  金融 2.6 4.2 3.6 5.5 4.0 7.4 6.8 7.3 7.2 

国内総生産（ＧＤＰ） ▲7.0 ▲5.2 ▲2.8 5.9 ▲2.3 12.0 9.2 6.7 9.3 

  


